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平成19年度決算の概要

こう使いました　町のお金
地方自治法第233条第６項の規定により、平成
19年度決算の概要を公表します。

鬼北町長　松浦　甚一

　

５
月
末
日
の
出
納
閉
鎖
に
お
い

て
、
平
成
19
年
度
の
財
政
状
況
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

普
通
会
計
で
は
、
歳
入
総
額
66

億
９
，
３
９
９
万
円
、
歳
出
総
額

65
億
８
，
１
５
６
万
円
、
差
引
額

１
億
１
，
２
４
３
万
円
と
な
り
、

翌
20
年
度
へ
の
繰
越
事
業
財
源
１

２
３
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は

１
億
１
，
１
２
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は

△
６
，
２
０
８
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
前
年
度
の
実
質

収
支
１
億
８
，
０
８
８
万
円
の
う

ち
１
億
円
を
今
後
の
財
政
運
営
に

備
え
る
た
め
、
19
年
度
へ
の
繰
越

金
と
せ
ず
、
財
政
調
整
基
金
に
積

み
立
て
た
た
め
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
税
収
が
税

源
委
譲
等
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
所
得
譲
与
税
の
廃
止

な
ど
に
よ
り
全
体
と
し
て
は
前
年

比
３
億
３
，
３
２
４
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
と
し
て
ア
ル

コ
ー
ル
工
場
跡
地
の
整
備
事
業
１

億
７
，
７
５
５
万
円
等
を
実
施
し

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

ム
リ
・
ム
ダ
を
省
い
た
行
財
政
運
営
へ
！
　

ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
前
年

比
２
億
６
，
３
２
９
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
歳
入
の
増
加
は
見
込
め

ず
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
厳

選
を
行
う
と
と
も
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
ム

リ
・
ム
ダ
を
省
い
た
行
財
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

普通会計の決算（総務省提出資料より）
歳入総額 66億9,399万円
歳出総額 65億8,156万円
歳入歳出差引 1億1,243万円
翌年度に繰り越すべき財源 123万円
実質収支 1億1,120万円
実質単年度収支 △6,208万円

＊ 普通会計とは･･･一般会計+住宅新築資金等貸付事業特
別会計+成川渓谷休養センター特別会計+節安ふれあ
いの森特別会計の４会計を合計したものをいいます。

歳　出　65億8,156万円 歳　入　66億9,399万円

総務費
7億6,362万円
12％

議会費
6,922万円
1％

民生費
15億1,257万円

23％

衛生費
7億3,322万円
11％

農林水産業費
6億1,478万円

9％

土木費
7億3,648万円
11％

公債費
12億8,684万円

20％

その他
3億5,871万円

5％

教育費
5億612万円
8％

教育費
5億612万円
8％

地方交付税
34億4,546万円

51％

町債
7億5,593万円
11％

町税
9億4,364万円
14％

県支出金
3億1,564万円

5％

国庫支出金
3億4,484万円

5％

使用料及び
手数料

2億5,035万円
4％

地方譲与税
1億141万円
2％

諸収入
2億453万円
3％ その他

3億3,219万円
5％


